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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：    2022 年   4 ⽉   19 ⽇ 
● 事 業 名 ： 障害児とひとり親家庭の余暇活動⽀援 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈ブルーシー・アンド・グリーンランド財団 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⿓ヶ崎市Ｂ＆Ｇ海洋クラブ   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 
 
 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

障害児や困難な環境等の⼦供た
ちが⽔辺の⾃然体験に参加でき
る状態となる 

① ⽔辺の⾃然体験に
参加した対象とな
る⼦供の数 

 
 

① 地域全体で 30 ⼈ 
 
 
 
 

2023 年 3
⽉ 

① 障害児やひとり親
家庭の⼦供、⼦供⾷
堂に通う⼦供の総
数 
2021 年度 5 ⼈(延
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② ⽔辺の⾃然体験を
⾒学した対象とな
る⼦供の数 

② 地域全体で 15 ⼈ べ 70 ⼈) 
成⼈を含めた総数 

2020 年度 367 
⼈ 
2021 年 471 ⼈ 

②⾒学した対象となる
⼦供の数を 
2021 年度、５⼈ 
2020 年度 ２⼈ 

障害児や困難な環境等の⼦供た
ちの保護者や関係者が、⽔辺の
⾃然体験について、その有効性
を認識している状態となる 
 

①⽔辺の⾃然体験を
⾒学した保護者の数 
②⽔辺の⾃然体験を
⾒学した保護者の満
⾜度" 
 

①地域全体で 30 ⼈（初期値から 3
倍） 
②満⾜度調査（エンドライン調査
を⾏いベースラインと⽐較する） 

2023 年 3
⽉ 
 

① ⾒学した保護者数
2021 年度 ０⼈ 

2020 年度 １０⼈ 
保護者も参加すること
がほとんどのため。 
②現在、調査中。 
 
会員は増えたもののコ
ロナウィルス⾮常事態
宣⾔が 1 ヶ⽉半の⻑期
にわたり事業⾃体の失
注が多かった 
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本事業に興味関⼼を⽰す地域の
⼈が増える状態となる 

①海レクや本活動を
⾒学する地域の⼈の

①地域全体で 20 ⼈ 
 

2023 年 3
⽉ 

① ⾒学した地域の⼈
の数を 2021 年度、
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 数  20 ⼈ 
2020 年度 ２⼈ 

 
観光地であるかっぱの
⼩径に台⾞が並び⼦ど
もたちがスポーツをし
ている姿を散歩してい
る地元や近県の⽅々が
⾒学していった 

新しい社会的距離が保たれる施
設の中で体験者や体験団体が増
加し活動が前進していく状態と
なる 
 

①周知させるチラシ、
ポスターの配布の回
数 
 

①5 回 
 

2021 年 8
⽉ 
 

① 2021 年度、５回 
2020 年度⽜久市内ポ
スティングを含めＷＳ
Ｆ少年団、うしくりー
ん作戦計３回 
 
2020 年はポスティン
グでチラシをまくこと
ができた。2021 年度は
チラシを職場などに置
いていただける協⼒者
が増え、会員も増えた 
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新型コロナに対応した安全な活
動となる 
 

①三密対策や消毒等
の対応により安全に
活動できる 
 

①三密等の対策により安全に活動
ができる状態 
 

2021 年 8
⽉ 
 

① プレハブの設置に
より、更⾐や座学の
際に参加者の三密
を防ぐことができ、
検温、消毒などによ
り感染の防⽌に努
め、安全に開催する
ことができた。⼀⽅
通⾏のすれ違わな
い倉庫の使い⽅を
した、検温、消毒、
着替えテントなど
利⽤ 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
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A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
2021 年度も前年に続きコロナ禍となったが、2020 年度に整備をしていただいたプレハブ倉庫を活⽤して、コロナ対策を⾏いながら前年度
以上に活動することができた。年間の活動参加者は、発達障害の⼦供など 70 ⼈、⼀緒に活動した健常児 216 ⼈、同じく⼀緒に活動した成
⼈やボランティア、スタッフ等を含め 527 ⼈となった。 
 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
茨城アマビエ登録をし、⼀般的な検温・消毒・ハンドフリーマイクを利⽤している。マスクの無い⽅にマスク配布・スタッフにマスク配布
している。 

② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：購⼊器材にステッカー貼りつけ 

2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
⽜久沼活⽤について知れ渡り、新市⻑が公約に掲げるなど⽜久沼がメディアに注⽬されるようになった 
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2.広報制作物等 
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3. 報告書等 

 

【海ごみゼロフェスティバル】2021 年度 受賞団体 決定！ | B&G 財団 (bgf.or.jp) 

kayak_event報告
書2022021920.docx
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【休眠預⾦活⽤事業】⽜久レイク ごみゼロ「0」キャンペーン 〜Plastic Patrol〜 を実施!!（⿓ケ崎市 B&G 海洋クラブ ― 茨城県⿓ヶ
崎市） | B&G 財団 (bgf.or.jp) 
 

 
4. イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

 
 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した ☐⼀部未公開 þ未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

整備中、WEBホームページはできています。 
 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
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þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

規程類がすべて整備されてから公開予定。 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

規程整備中のため。 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
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þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

つくばユースMDC  PlascicsPatrol 

草刈り隊       カヤックペイント 
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ウインドサーフィン少年団⼊賞者の皆さん 
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